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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　乾燥種子の幼根を接ぎ木が成立する別の種子の幼根に置き換えた後、発芽させることを

特徴とする農作物の栽培方法。

【請求項２】

　乾燥種子の幼根を切断することで切り出された幼根のかわりに、接ぎ木が成立する別の

種子の幼根を切断することで切り出された幼根を置き換えることを特徴とする請求項１記

載の栽培方法。

【請求項３】

　農作物がダイズであることを特徴とする請求項１記載の栽培方法。

【請求項４】

　乾燥種子の幼根を接ぎ木が成立する別の種子の幼根に置き換えてなることを特徴とする

農作物の種子。

【請求項５】

　乾燥種子の幼根を接ぎ木が成立する別の種子の幼根に置き換えることを特徴とする農作

物の種子の製造方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、種子を利用した接ぎ木による農作物の栽培方法に関する。
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【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 根 の 表 面 積 は 地 上 部 の そ れ よ り も １ ０ ０ 倍 以 上 と 見 積 も ら れ て お り 、 膨 大 な 根 毛 が 水 分

や 無 機 栄 養 素 な ど を 吸 収 し て い る 。 近 年 、 ＂ Ｔ ｈ ｅ 　 Ｈ ｉ ｄ ｄ ｅ ｎ 　 Ｈ ａ ｌ ｆ ＂ と し て の

根 系 の 重 要 性 が 再 認 識 さ れ 、 そ の 接 ぎ 木 技 術 へ の 利 用 展 開 が 期 待 さ れ て い る 。 接 ぎ 木 技 術

は 、 一 般 に 台 木 と な る 根 部 と 穂 木 と な る 地 上 部 は 異 な る ゲ ノ ム か ら な る 近 縁 植 物 体 で あ り

、 そ れ ぞ れ の 優 れ た 能 力 を コ ラ ボ ワ ー ク さ せ る 栽 培 法 で あ る 。 接 ぎ 木 は 約 ４ ０ ０ ０ 年 前 か

ら 中 国 の 柑 橘 栽 培 で 行 わ れ て い た と の 記 録 が あ る 。 そ の 当 初 の 目 的 は 、 優 良 個 体 の 維 持 や

早 期 開 花 性 を 付 与 す る 点 に あ っ た が 、 よ り 優 れ た 根 系 を 有 す る 台 木 種 の 存 在 が 明 ら か に さ

れ 、 そ れ を 優 先 的 に 使 用 す る 接 ぎ 木 方 式 が 採 用 さ れ て き た 。 永 年 性 の 木 本 植 物 に お い て 接

ぎ 木 の 価 値 は 大 き い が 、 ト マ ト 、 ナ ス 、 キ ュ ウ リ な ど の １ 年 生 の 農 作 物 に も 採 用 さ れ て い

る の は 、 よ り 能 力 の 高 い 台 木 を 使 用 す る こ と で 生 産 量 の 向 上 に つ な が る メ リ ッ ト が あ る か

ら で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 接 ぎ 木 技 術 は 、 イ ネ 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 や 、 ダ イ ズ な

ど の 農 作 物 で は 全 く 採 り 入 れ ら れ て い な い 。 そ の 理 由 は 、 禾 本 科 の 苗 に お け る 接 ぎ 木 の 困

難 性 や 、 本 来 、 ダ イ ズ な ど は 接 ぎ 木 可 能 な 幼 苗 体 で は あ る が （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ を 参 照

） 、 苗 を 畑 に 移 植 す る の で は な く 種 を 畑 に 直 播 す る こ と に あ る 。 従 っ て 、 こ う し た 農 作 物

に 対 し て 有 効 な 接 ぎ 木 技 術 が 開 発 さ れ れ ば 、 優 れ た 根 系 を 有 す る 台 木 種 を 直 ち に 活 用 で き

る こ と に な り 、 大 幅 な 生 産 性 の 向 上 が 実 現 で き る が 、 そ の よ う な 提 案 は い ま だ 存 在 し な い

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｃ ｈ ｏ 　 Ｍ Ｊ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｈ ａ ｒ ｐ ｅ ｒ 　 Ｊ Ｅ （ １ ９ ９ １ ） Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ 　

Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ 　 ９ ６ ： １ ２ ７ ７ － １ ２ ８ ２

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 イ ネ 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 や 、 ダ イ ズ な ど の 農 作 物 に

対 し て も 有 効 な 接 ぎ 木 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 般 に 、 接 ぎ 木 は 、 例 え ば 木 本 植 物 の 場 合 、 春 先 の ま だ 休 眠 状 態 に あ る 苗 木 間 で 行 う 。

即 ち 、 細 胞 活 性 が ほ と ん ど 無 い 時 期 に 接 ぎ 木 面 を 密 着 固 定 し て お き 、 休 眠 明 け に 伴 い 細 胞

が 再 活 性 化 す る 時 点 で 完 全 癒 着 を 成 立 さ せ る 。 そ こ で 本 発 明 者 は 、 種 子 の 段 階 で 接 ぎ 木 を

行 う こ と を 着 想 し 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 休 眠 状 態 に あ る 乾 燥 種 子 の 幼 根 の 全 部 ま た は

一 部 を 別 の 種 子 の 幼 根 で 置 き 換 え て 発 芽 さ せ る こ と に よ る 接 ぎ 木 技 術 を 見 出 し た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た 本 発 明 の 農 作 物 の 栽 培 方 法 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 通 り 、 乾

燥 種 子 の 幼 根 を 接 ぎ 木 が 成 立 す る 別 の 種 子 の 幼 根 に 置 き 換 え た 後 、 発 芽 さ せ る こ と を 特 徴

と す る 。

　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 栽 培 方 法 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 栽 培 方 法 に お い て 、 乾 燥 種 子 の 幼 根

を 切 断 す る こ と で 切 り 出 さ れ た 幼 根 の か わ り に 、 接 ぎ 木 が 成 立 す る 別 の 種 子 の 幼 根 を 切 断

す る こ と で 切 り 出 さ れ た 幼 根 を 置 き 換 え る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 栽 培 方 法 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 栽 培 方 法 に お い て 、 農 作 物 が ダ イ ズ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 農 作 物 の 種 子 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 通 り 、 乾 燥 種 子 の 幼 根 を 接 ぎ 木 が 成 立

す る 別 の 種 子 の 幼 根 に 置 き 換 え て な る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 農 作 物 の 種 子 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 通 り 、 乾 燥 種 子 の 幼 根 を 接
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ぎ 木 が 成 立 す る 別 の 種 子 の 幼 根 に 置 き 換 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 イ ネ 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 や 、 ダ イ ズ な ど の 農 作 物 に

対 し て も 有 効 な 接 ぎ 木 技 術 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 種 子 内 接 ぎ 木 に よ る 農 作 物 の 栽 培 方 法 の ス キ ー ム で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た ダ イ ズ の 種 子 の 写 真 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 、 発 芽 か ら １ ４ 日 後 の 幼 苗 体 の 写 真 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 農 作 物 の 栽 培 方 法 は 、 乾 燥 種 子 の 幼 根 を 接 ぎ 木 が 成 立 す る 別 の 種 子 の 幼 根 に 置

き 換 え た 後 、 発 芽 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 休 眠 状 態 に あ る 乾 燥 種 子 の 幼 根 の

全 部 ま た は 一 部 を 別 の 種 子 の 幼 根 で 置 き 換 え る こ と で 、 種 子 の 段 階 で 接 ぎ 木 を 行 っ た 後 、

発 芽 さ せ る こ と に よ り 、 現 在 、 接 ぎ 木 技 術 が 採 り 入 れ ら れ て い な い 、 イ ネ 、 コ ム ギ 、 ト ウ

モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 や 、 ダ イ ズ な ど の 農 作 物 も 接 ぎ 木 栽 培 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本

発 明 の 農 作 物 の 栽 培 方 法 は 、 種 子 の 段 階 で 接 ぎ 木 を 行 う も の で あ る の で 、 苗 木 間 で 接 ぎ 木

を 行 う 場 合 よ り も 接 ぎ 木 を 行 う ま で に 必 要 な 時 間 や 労 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。 乾 燥 種

子 の 幼 根 の 置 き 換 え の た め の 幼 根 を 取 り 出 し た 後 の 種 子 は 、 例 え ば 飼 料 利 用 や 加 工 利 用 す

れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 農 作 物 は 、 種 子 内 に 幼 根 （ ｒ ａ ｄ ｉ ｃ ｌ ｅ ） を 有 す る 種

子 植 物 で あ れ ば 特 段 限 定 さ れ る も の で は な く 、 殻 物 、 野 菜 、 花 卉 、 果 樹 な ど で あ り 、 双 子

葉 植 物 で あ っ て も よ い し 単 子 葉 植 物 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 被 子 植 物 で あ っ て も よ い し 裸

子 植 物 で あ っ て も よ い 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 苗 木 間 に お け る 接 ぎ 木 が 困 難 な イ ネ 、

コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 に 属 す る 農 作 物 の 他 、 ダ イ ズ に 対 し て 好 適 に 適 用 す る

こ と が で き る 。 な お 、 本 発 明 は 、 苗 木 間 に お け る 接 ぎ 木 が 可 能 な キ ュ ウ リ 、 メ ロ ン 、 ス イ

カ な ど の ウ リ 科 に 属 す る 農 作 物 な ど に 対 し て も 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 乾 燥 種 子 の 幼 根 の 置 き 換 え の た め に 用 い る 幼 根 の 供 給 源 と す る 種 子 は 、 乾 燥 種 子 の 農 作

物 と 同 種 の も の や 同 じ 科 に 属 す る も の な ど 、 接 ぎ 木 が 成 立 す る 農 作 物 の 種 子 で あ れ ば 特 段

限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 乾 燥 種 子 が 栽 培 種 の も の で あ る 場 合 、 優 れ た 根 系 を 有

す る 同 種 の 野 生 種 の 種 子 が 存 在 す れ ば 、 本 発 明 を 適 用 し 、 野 生 種 の 種 子 か ら 取 り 出 さ れ た

幼 根 で 栽 培 種 の 乾 燥 種 子 の 幼 根 を 置 き 換 え る こ と で 、 野 生 種 が 有 す る 優 れ た 根 系 に 基 づ い

て 栽 培 種 に 対 し て 土 壌 病 害 抵 抗 性 、 養 分 吸 収 性 、 乾 燥 耐 性 な ど の 特 性 を 付 与 す る こ と が で

き る （ 図 １ ） 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 休 眠 状 態 に あ る 乾 燥 種 子 の 幼 根 の 置 き 換 え は 、 基 本 的 に は 、 幼 根 部 位 の 種 皮 を 剥 ぎ 取 り

、 カ ッ タ ー ナ イ フ や メ ス な ど の 刃 物 で 幼 根 を 切 断 す る こ と で 切 り 出 さ れ た 幼 根 の か わ り に

、 同 様 に し て 別 の 種 子 の 幼 根 を 切 断 す る こ と で 切 り 出 さ れ た 幼 根 を 置 き 換 え る こ と で 行 う

こ と が で き る （ 種 子 が 小 さ い 場 合 は 例 え ば 顕 微 鏡 下 で 行 う こ と が 望 ま し い ） 。 こ の 作 業 は

人 が 行 っ て も よ い し ロ ボ ッ ト が 行 っ て も よ い 。 乾 燥 種 子 の 幼 根 の 置 き 換 え は 幼 根 の 全 部 ま

た は 一 部 で あ っ て よ く 、 乾 燥 種 子 の 幼 根 の 切 断 は 例 え ば 幼 根 の 全 長 の １ ／ ２ か ら 胚 軸 側 の

箇 所 で 行 え ば よ い 。 乾 燥 種 子 は 休 眠 状 態 に あ る た め 、 幼 根 を 切 断 し て も 種 子 に 与 え る ダ メ

ー ジ は あ っ て も ご く 僅 か で あ る 。 こ う し て 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 は 、 通 常 の 種 子 と 同

様 に 長 期 間 の 保 存 が 可 能 で あ り 、 播 種 し て 吸 水 さ せ る こ と に よ っ て 細 胞 が 再 活 性 化 さ れ る

こ と で 幼 根 の 切 断 面 で 置 き 換 え ら れ た 幼 根 と の 完 全 癒 着 が 成 立 し て 発 芽 す る 。 発 芽 し た 種

子 は 、 苗 木 間 で 接 ぎ 木 が 行 わ れ た 接 ぎ 木 苗 と 同 様 に 栽 培 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下 の 記 載 に 限 定 し て 解 釈

さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

実 施 例 １ ： 種 子 内 接 ぎ 木 に よ る ダ イ ズ の 栽 培

　 ま ず 、 栽 培 種 の 乾 燥 種 子 の 種 皮 を 剥 ぎ 取 り 、 研 究 用 カ ッ タ ー ナ イ フ で 胚 軸 の 境 目 付 近 で

幼 根 を 切 断 し て 切 り 出 し た 。 ま た 、 同 様 に し て 、 異 な る 栽 培 種 の 乾 燥 種 子 の 種 皮 を 剥 ぎ 取

り 、 研 究 用 カ ッ タ ー ナ イ フ で 胚 軸 の 境 目 付 近 で 幼 根 を 切 断 し て 切 り 出 し た 。 次 に 、 後 者 の

乾 燥 種 子 か ら 切 り 出 さ れ た 幼 根 で 前 者 の 乾 燥 種 子 の 幼 根 を 置 き 換 え た 。 幼 根 の 置 き 換 え に

際 し て は 極 微 量 の 市 販 の 瞬 間 接 着 剤 を 用 い て 置 き 換 え ら れ た 幼 根 を 接 合 面 に 固 定 し た 。 こ

う し て 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 を 図 ２ に 示 す （ 右 上 の 着 色 し た 部 分 が 置 き 換 え ら れ た 幼

根 で あ る ） 。 こ の 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 を 園 芸 用 の バ ー ミ キ ュ ラ イ ト に 播 種 し て 栽 培

し た と こ ろ 、 発 芽 し 、 通 常 の 種 子 を 播 種 し て 栽 培 し た 場 合 と 同 様 に 幼 苗 体 が 得 ら れ た 。 図

３ に 発 芽 か ら １ ４ 日 後 の 幼 苗 体 を 示 す （ 矢 印 部 分 が 接 ぎ 木 し た 箇 所 ） 。 な お 、 こ の 種 子 内

接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 の 保 存 安 定 性 と 発 芽 率 は 、 通 常 の 種 子 の そ れ ら と 大 差 が な か っ た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

実 施 例 ２ ： 種 子 内 接 ぎ 木 に よ る メ ロ ン の 栽 培

　 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で メ ロ ン の 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 い 、 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 か ら

幼 苗 体 を 得 た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

実 施 例 ３ ： 種 子 内 接 ぎ 木 に よ る ス イ カ の 栽 培

　 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で ス イ カ の 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 い 、 種 子 内 接 ぎ 木 を 行 っ た 種 子 か ら

幼 苗 体 を 得 た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 は 、 イ ネ 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ な ど の 禾 本 科 や 、 ダ イ ズ な ど の 農 作 物 に 対 し て

も 有 効 な 接 ぎ 木 技 術 を 提 供 す る こ と が で き る 点 に お い て 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。
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